
求める人材を明確にする 

copyright SeedWin  

如何なる人材を求めているかを検討しておかねばならない。「求める人材」があって、結果として「求めた人材」が現れる。 
仕事をして、成果を上げてくれれば良いでは、人材は人材にはならず、人それぞれのイメージからの人材になる。時代が描いている
人材になり、組織の特異性は現れにくくなる。 

組織目的 

特異を産み出す 

成果をあげる 

今日の成果をあげる 

新たな機会を発見する 

明日の成果を用意する 

組織を継続させる 

発展成長させる 

市場をリードする 

社会を革新する 

社会問題を解決する 

＝目指す目標＝ 

＝日々の活動＝ 

組織の事業 組織のミッション 組織トップ層によって確定されな
ければならない。 

組織トップ層、事業部トップ層、部
門長等によって確定されなけれ
ばならない。 

組織人材の全員に求められる事
柄である。だが、一人材がすべて
を実行できるとは限らない。部門
毎に実行できなければならない。 
 
「特異」は組織特異と部門毎の特
異が存在している。一組織内での
特異ではなく、社会全体での特異
として考えねばならない。 
特異は卓越性（オンリーワン）を
示す。 

 組織目的からのミッ
ションと事業が明確に
なっていなければ、特異
性は見いだせない。如
何なる専門的知識が必
要になるかを定めてい
かねばならない。 
 ミッションと事業から特
異を確定でき、特異を持
てるように人材が成長し、
組織が成長する。 
 事業が明確になって、
成果をあげる方法と方
向が明らかになる。 
 目指す目標、日々の
活動について、習得す
べき事柄、活動対象が
明確になり、知識と技術
と活動が一体化する。 

これらを的確に実行し、実現できる
人材が、「できる人材」「優秀な人
材」になる。 

事業前提 業務定義 計画 試す 戦略策定 研究開発 実行 成果評価 

実行形態と流れ 

以上を最適に進めていくために、知識、技術、観察視点、価値観、意識、行動力が必要とされる。 
定められた上記の８項目を合わせて、求められる人材の方向が決められる。 
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